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舞  鶴  市  民  新  聞

『
静
酸
懸
韻
響
圏
』
緑
縄
轟
聯
騒

知
的
障
害
者
授
産
施
設

「み
ず
な
ぎ
学
□
」
ｉ
住
の

ふ
れ
あ
い
展
が
四
、

五
日
、

伊
佐
津
の
バ
ザ
ー
ル
タ
ウ
ン

〓
階
特
設
会
場

で
開
か
れ

た
。

学
園
を
利
州
す
る
人
た

ち
が
製
作
し
た
バ
ッ
グ
や
陶

芸
作
品
、

レ
タ
ー
セ
ッ
ト
、

車
木
染
、

バ
ン
な
ど
の
多
様

な
作
品
と
商
品
が
並

べ
ら

れ
、

創
作
と
仕
事

へ
の
意
欲

の
高
さ
を
示
し
て
い
た
。

み
ず
な
ぎ
宇
周
は
庄
原
に

通
所
と
人
所
な
ど
の
施
設
、

野
村
寺
に
下
請
け
作
業
な
ど

を
中
心
に
取
り
組
む
高
野
学

固
を
通
宮
す
る
。

ま
た
、

昨

年
開
設
し
た
山
史
川
沿

い
の

九
日
学
田
で
は
パ
ン
製
浩
一や

カ
フ
ェ
も
備
え
る
。

ふ
れ
あ

い
民
は
、

各
施
設
で
障
害
者

た
ち
が
様
々
な
枚
り
組
み
の

中
で
作

っ
た
作
品
を
、

市
民

に
紹
介
す
る
機
会
に
な

つ
て

い
る
。

ク

ツ

シ

ョ

ン

や

マ

フ

ラ
ー
、

玉
ね
ぎ

で
染
め
た

の

れ
ん
、

十化
の
前
、

カ
ー
ド
ケ
ー

ス
、

竹

の
功

ス
タ
ネ

ッ
ト
、

木
に
絵
を
描

い
て
実

に
磁
石

を
張
り

つ
け
た

マ
グ
ネ

ッ
ト

な
ど
、

こ
れ
ま

で
以
上
に
串

富
な
種
類

の
作
品
が
展
示
さ

れ
た
。

ま
た
、

陶
去

コ
ー
ナ
ー

で
は

ユ
ニ
ー
ク
な
衣
情
を
し

た
人
形

に
、

作
り
子

の
出
か

な
感
性
を
見

る
こ
と
が
で
き

た
。

九

円
学
問
で

つ
く
る
パ

ン
も
人
気

の

一
品
Ｌ
な

っ
て

い
た
。

第

２０
回
舞
鶴
市
漁
協
青

年
部

「
昼
市
」

十
二
日
午

後
工
時
～
同
四
時
、

下
安
久

の
非
往
漁
協
荷
さ
ば
き
所

で
。

ア
ワ
ビ
、

サ
ザ

エ
、

人

然

マ
ガ
キ
、

岩
ガ
キ
な
ど
新

鮮
な
魚
介
類
を
販
売
す
る
。

浜
焼
き
用
の
炭
火
も
用
意
す

る
。

荒
天
の
場
合
は
中
止
す

る
と
も
あ
る
。

０
準
何
０

９

０

。
３

６

７

４

ヽ
１

８

７

０
、

浜
内
さ
ん
。

た
ん
す
に
眠
る
き
も
の

の
リ
メ
イ
ク
講
座
の
受
講

創作と仕‐事への

慧搬 1轟|さ,詩ず

全ン許ツ撤品

草木染やしおり、マフラーなどが並′Sミ
=バ 1デールタウンで
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舞鶴の「らくがきなくじ隊」

トンネルで清掃奉仕

白ぃベンキで落書きを消す「らくがきなくし隊」の
メンバ‐(舞鶴市安岡・吉野 トンネル)

祉
法
人

「み
ず
な
ぎ
学
園
≡

の
職
昌
と
園
生
も
加
わ
り
‐‐‐、

計
十

一
人
で
作
業
に
励
ん

だ
。吉

野
ト
ン
ネ
ル
は
、

内
部

の
壁
面
の
あ
ち
こ
ち
に
ス
プ

レ
ー

缶
で
絵
な
ど
が
落
書
き

さ
れ
（

「気
味
が
悪
い
」
と

市
民
か
ら
苦
情
が
寄
せ
ら
れ

て
い
た
。

参
加
者
は
約
三
時

間
か
け
一
長
さ
約
二
百
財
の

ト
ン
ネ
ル
内
の
落
書
き
す
べ

て
を
（
自
ペ
ン
キ
で
消
し
て

い
っ
た
”

参
加
し
た
同
支
部
幹
事
の

松
岡
静
枝
さ
ん
侯
こ
は

「何

度
消
し
て
も
い
い
た
ち
ご

つ

こ
「
人
の
迷
惑
に
な
る
落
書

き
で
な
く
、

み
ん
な
が
暮
ぶ

こ
と
に
力
を
使

っ
て
は
し

い
」
と
話
し
て
い
る
。

ボ

ラ

ン
テ

ィ
ア
で

吉

野

ト

ン
ネ

ル
内

京
都
府
塗
装
工
業
協
同
組

合
と
日
本
塗
装
工
業
会
京
都

府
支
部
の
市
内
の
四
社
が

一

日
、

安
岡
の
吉
野
ト
ン
ネ
ル

内
の
壁
面
の
落
書
き
を
消
す

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
を
行

っ

た
。

４
業
技
術
を
生
か
し
て
、

美
観
を
損
ね
る
市
内
各
所
の

落
書
き
を
消
そ
う
と
、

四
年

前
か
ら
取
り
組
ん
で
お
り
、

ト
ン
ネ
ル
内
は
再
び
元
の
壁

面
に
戻
っ
た
＝
写
真
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業

に

は
、

芝
原
塗
装
店
、

ス
ミ
ノ

塗
装
、

マ
イ
テ
ッ
ク
、

舜
鶴

田
中
組
の
四
杜
か
ら
九
人
が

参
加
．

福
祉
施
設

「
み
ず
な

ざ
学
問
」
の
周
生
二
人
も
体

岐
実
習
と
し
て
加
わ
り
、

指

導
を
受
け
な
が
ら
作
業
に
当

た

っ
た
。

ト

ン
ネ

ル
内

の
駐
面

に

は
、

市
や
黒
色
の
ラ
ッ
カ
ー

を
吹
き

つ
け
た
落
き
き
が
随

所
に
あ

つ
た
。

参
加
者
ら
は

落
き
き
画
の
ご
み
を
刷
毛
で

取
り
除
き
、

塗
料
の
接
若
を

良
く
す
る
材
料
を
塗
り
、

上

か
ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト
色
の
塗

料
を
塗

つ
て
落
き
き
を
消
し

た
。

日
本
塗
装
工
業
会
京
都
府

支
部
で
は
、

七
年
前
か
ら
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の

「ら
く
が
き

な
く
し
隊
」
を

つ
く
り
、

落

書
き
消
し
を
続
け
て
い
る
。

市
内
の
業
者
も
加
わ
り
、

当

初
は
京
都
市
内
の
作
業
に
参

加
し
て
い
た
が
、

地
元
の
落

書
き
を
な
く
そ
う
と
、

四
年

前
か
ら
年

十
同
、

市
内
で
作

業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

や
く
新
爾

美
観
損
ね
る
落
書
き
潤
じ

市
内
の
埜
装
業
者
４
社

「舟
の
情
景
」
。

午
前
七
時

半
ヽ

午
後
七
時
。

無
料
。

日

曜
休
み
。

モ
十

二
ン
グ

セ
ミ
ナ
ー

倫
理
研
究
所
舞
鵠
市
倫
理

法
人
会
が
凹
日
午
前
大
時
ヽ

同
七
時
、

南
浜
町
の
ホ
テ
ル

戸
レ
ス
タ
イ

／
一じ
相
く
。
祭

授
が

「傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

心
に
寄
り
添
う
聴
き
方
」

を
テ
ー
マ
に
話
す
。

参
加
は

無
料
。

（∪
公
６２
，７
０
４
４
、

社
会
福
祉
協
議
会
。

ス
ラ
リ
ー
ク
ラ

フ
ト
人

形

展

十

二
日
ま

で
福
知

卜Ｈ
十
日
メ
ー，…川
Ｄ
均
末
声ド
　
革
，
つ

鷺
鶴
，
吾
≡
一
”
一
が
，
叫
市
＝
一
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